
数学数学 NO.NO.０７０７
〈解答〉

1　⑴　y＝ 4 x＋ 2   ⑵　y＝x－ ３       ⑶　y＝－ 2 x＋ 5   ⑷　y＝－ ３4 x＋ 6

　　⑸　y＝ ３
2 x＋ 2   ⑹　y＝－ 2３ x＋１１３    ⑺　y＝－ 4 x＋１6

2　⑴　m＝－ 2     ⑵　a＝ ３，b＝－ 5（両解）  ⑶　１３≦y≦22   ⑷　（
8
７  ，

9
７  ）

3　⑴　y＝ 2 x＋ 4   ⑵　A（ １， 6）   ⑶　2７   ⑷　2３

配点　各 2点　３0点満点

〈解説〉
1　 １次関数の式は y＝ax＋b で表される。
　⑴　 y＝ax＋bに a＝ 4，b＝ 2を代入する。
　⑵　傾きが １なので y＝x＋bに x＝ 8，y＝ 5を代入する。
　⑶　変化の割合が－ 2なので，y＝－ 2 x＋b に x ＝ 2， y＝ １を代入する。

　⑷　平行な直線は傾きが等しいので，y＝－ ３4 x＋b に x＝ 8，y＝ 0を代入する。

　⑸ 　 y＝ax＋bに x ＝－ 2，y＝－ １と x＝ 2，y＝ 5を代入すると，以下のような連立
方程式になる。

　　
－ １ ＝－ 2 a＋b
5 ＝ 2 a＋b｛

　　これを解くと，a＝ ３2 ，b＝ 2となる。

　⑹ 　 y＝ax＋b に x＝－ 2，y＝ 5と x＝ 4，y＝ １を代入すると，以下のような連立方
程式になる。

　　
5 ＝－ 2 a＋b
１ ＝ 4 a＋b｛

　　これを解くと，a＝－ 2３ ，b＝ １１３ となる。

　⑺ 　直線 y＝ ３ x－１2と x 軸（ y＝ 0）との交点を求めると（ 4， 0）となる。平行な直
線は傾きが等しいので，y＝－ 4 x＋b に（ 4， 0）を代入する。

2　⑴ 　 y＝－ 5 x＋ ３に（ m，１３）を代入すると１３＝－ 5 m＋ ３となる。これを解くと，
m＝－ 2となる。

　　⑵ 　 ax＋by－３0＝ 0 に 2 点（ 5，－ ３），（－ 5，－ 9）を代入すると，以下のよう
な連立方程式になる。



　　
5 a－ ３ b － ３0＝ 0
－ 5 a－ 9 b － ３0＝ 0｛

　　これを解くと，a＝ ３，b＝－ 5となる。
　⑶　 y＝ ３ x＋ 4に x＝ ３，x＝ 6をそれぞれ代入すると，y＝１３，y＝22となる。

　⑷ 　直線ℓの式は傾きが－ ３2 ，切片が ３なので y＝－ ３2 x＋ ３となる。直線 m の式は

傾きが 2，切片が－ １なので y＝ 2 x－ １となる。よって求める交点は以下の連立方
程式を解けばよい。

　　
 y＝－ ３2 x＋ ３

 y＝ 2 x－ １｛
　　これを解くと，x＝ 8７ ，y＝ 9７ となる。

3　⑴　直線 m の式は傾きが 2，切片が 4なので y＝ 2 x＋ 4となる。

　　⑵　
 y＝－x＋７
 y＝ 2 x＋4｛ を解くと x＝ １，y＝ 6となる。

　　⑶ 　BC＝ 9，Aから x 軸の下ろした垂線の長さは 6なので，求める△ＡＢＣの面積の
式は以下のようになる。

　　　　　△ＡＢＣ＝ 9× 6× １2 ＝2７

　　⑷　四角形ＡＤＯＣ＝△ＡＢＣ－△ＤＢＯとなる。⑶より△ＡＢＣ＝2７なので，

　　　四角形ＡＤＯＣ＝2７－ 2 × 4 × １2 ＝2３となる。


